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地方創生に係る交付金を活用した事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「ＩＣＴで人の流れを呼び込む 教育・産業づくり推進プロジェクト」について 

 

●地方創生推進交付金事業（先駆タイプ、広域連携(藤枝市)）（H28～H32） 

予算：５箇年 400,750 千円うち H29 年度 102,000 千円（交付金：１／２） 

※記載している予算額は、島田市単独のものです。 

 

■事業目的 

若年世代の転出超過や主要産業における生産額の減少及び人材不足といった当市の抱え

る課題に対し、産業・教育分野へのＩＣＴの導入を推進し、地元産業の労働生産性、競争

力の向上を図り、若年世代から地元での就職やＵＩＪターン先として選ばれる「稼ぐ力の

あるまち」を目指すとともに、ＩＣＴ教育の下地づくりと即戦力となるＩＣＴ人材の育成

を行っていく。 

また、クラウドソーシングなどの時間と場所に捉われない「新たな働き方」の創出を推

進し、「子育てしやすいまち」として、更なる子育て世代の転入増に繋げていく。 

 なお、同じ課題を抱える藤枝市とお互いの強み、スケールメリット等を活かしながら更

なる効果を生み出す連携事業とする。 

 

■H29 年度事業内容 

地元産業ＩＣＴ導入促進事業 (1) 地元企業のＩＣＴ導入促進事業 

(2) コンソーシアム運営事業 

ＩＣＴ人材育成事業 (1) Pepper で学ぶプログラミング体験講座 

(2) ＩＣＴエキスパート養成事業 

（世代に応じたステップアップキャリア形成） 

 

クラウドソーシング推進事業 (1) クラウドソーシングシステム構築事業 

(2) クラウドソーシング・ワーカー育成事業 

(3) クラウドソーシング業務発注体験事業 

(4) クラウドソーシング普及・啓発促進事業 

 

■事業実施方法 

 「島田市ＩＣＴコンソーシアム」を設立し、当該組織に一括委託することで、事業を一

体的に実施し、相乗効果を高める。 

 

役員：会 長 静岡県立大学 経営情報学部 教授 湯瀬 裕昭  

副会長 島田商工会議所会頭 岩原 茂雄 

    島田市商工会会長 大塚 光宏 

    株式会社テクノサイト 代表取締役会長 大久保 節夫 

   監 事 島田信用金庫 理事長 市川 公 

       静岡銀行 島田支店 支店長 服部 順一郎 

       清水銀行 島田支店 支店長 山中 健一 

 

 



構成員（特別会員、本会員、一般会員） 

本会員 株式会社テクノサイト、株式会社オカムラ、株式会社丸紅、有限会社ワー

クシステム、有限責任事業組合ママ Pro、NPO 法人クロスメディア島田 

特別会員 静岡県立大学、島田商業高等学校、島田工業高等学校、金谷高等学校、 

島田樟誠高等学校、島田市校長会、島田商工会議所、島田市商工会、市内

金融機関８行、島田公共職業安定所、島田・榛北地区労働者福祉協議会 

一般会員 今後、随時募集予定 

 

オブザーバー 静岡県中部支援局 

事務局 戦略推進課 

 

■現在までの経過 

H29.1 月 

～2 月 

市内事業所に対する「ICT 導入意向調査」 

市民に対する「クラウドソーシングワーカー実態調査」 

H29.3.29 「島田 ICT コンソーシアム」設立総会 

H29.4.27 「藤枝・島田ＩＣＴ推進協議会」設立合意書締結式 

  

H29.6.15 「島田ＩＣＴコンソーシアム」講演会（キックオフイベント） 

H28.7.7 「Pepper で学ぶプログラミング教室」のスタート（川根中） 

H29.7.11 「藤枝・島田ＩＣＴ推進協議会」設立総会 

H29.7.14 クラウドソーシング事業開始 

（ＨＰを開設し、仕事と働き手の募集開始） 

 

■今後予定 

８月下旬 ＩＣＴ・ＩｏＴ起業塾（ＩＣＴ・ＩｏＴ高校生サミット） 

ＩＣＴ導入・利活用セミナー（随時開催） 

９月～ 専門員派遣（相談・診断・導入・利活用支援） 

10 月以降 ロボット・プログラミング講座 

ＲＥＳＡＳ・ビッグデータ活用塾 

ＩＣＴ・ＩｏＴを活用した実証実験 

 



地方創生拠点整備交付金事業「蓬莱橋周辺整備事業」 

 

 

■現在の取組 

 平成 28 年 5 月に、官民協働による「島田市大井川ミズベリング協議会」を設立した。今

後、本協議会が中心となって、蓬莱橋のかかる大井川の魅力や価値、利用の仕方などを考

え、水辺やまちの賑わいを作り、そこに関わる人を育てる取組を推進していく。 

特に観光の名所である蓬莱橋周辺地区については、地元の産業、観光振興を目的とした

誘客施設（物販所、休憩所等）の充実を目指した施設整備を展開していく。 

 なお、新たに整備を行う誘客施設の管理、運営については、民間活力の導入を検討する

など、観光振興を図るだけでなく、地元産業の活性化を図っていく。 

 

■整備内容 

 ・観光物産販売施設整備（物産販売所、休憩所、トイレ、番小屋等を含む一体的な施設） 

 ・石碑等移設 

 ・物産販売施設周辺舗装（駐車場整備） 

 ・蓬莱橋ライトアップ設備設置事業 

 

■予算額 

90,000 千円 

【内訳】 物販所建設       68,000 千円 

     石碑等移設        5,000 千円 

     施設周辺舗装・外構   9,000 千円 

     ライトアップ設備設置  7,000 千円 

     物産品販売スペース整備 1,000 千円 

 

■財源   

・地方創生拠点整備交付金（全体事業費の１／２） 

・県観光施設整備事業費補助金（残りの１／２の１／３ ※全体事業費の１／６） 

・一般財源（全体事業費の２／６） 

 

■スケジュール 

 プロポーザルの実施（蓬莱橋周辺整備工事 実施設計・施工一括発注） 

 提案上限価格 90,000 千円 

公告日 平成 29 年７月 3 日 

プロポーザルの受付期間 平成 29 年 7 月 24 日～８月 1 日 

ヒアリング 平成 29 年 8 月７日 

審査結果通知 平成 29 年 8 月 14 日 

実施設計業務 ～平成 29 年９月 30 日 

施工業務 ～平成 30 年２月 28 日 

 


